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｢化学工学科同窓会の再発展に期待して｣

化辛_⊥学科同窓会会長

磯 部 靖 三

平成 6年度をもって化 Lと応化の同窓会が分離され､両学科同窓

会が独立 した通を歩むことになりました｡

前会長の中川浩天氏から引きつぎ､会長を仰せ付か りました｡よ

ろしくお願い申し卜けます｡

化学_lI学科 1期生として卒業 した私にとっては､化上と応化は4

LuJ生の卒業研究をどの研究室で行なうかの違いでしかなく､化工 と

応化の同窓会の分離､独立の話 しを聞いた時には､-末の寂 しさを

覚えたものであります｡

しかし､化学工学科の 6期以降は､化工 と応化が分離され､既に

30年近 くも歩んできたこと､さらに化工･応化同窓会全員の6,000名をこえたことによる運営の困難
■

さが増 したことを考えると､両学科の同窓会が分離独立することは､相新 二とって身軽な運営が可

能となり､再発展が期待できると思うに至っています｡ ■

同窓会の運営については､各方面でいろんな試みがなされています｡研撃寮番の恩師 と卒発生､
?#>'

在学生の交流を主にした同窓会､その開催 も､毎年､隔年､オ リンピック開催年に行なう等のいろ

んな方法で同窓会が運営されています｡

しかし､同窓会の理想は､化学工学科全体の同窓会 ･パーティーを毎年行ない､ 巾広 く恩師と同

窓生の交流の場にすることではないかと考えています｡同窓会には､毎年出席する人､数年ぶ りに

顔を出す人､研究室単位での交流がなくなっている人等々､いろんな人が集えるようにしたいもの

です｡

1978年に化上 ･応化同窓会が設立された当時は､毎年同窓会を開催 していましたが､卒業生が数

千人に達する頃から運営の曲でも困難が生 じ､在学の先生方にも多人のご苫労をおかけすることか

ら､最近は同窓会 ･パーティーを行なっていないのが実情であります｡



化学工学科同窓会が独 立したこの機会に､同窓会 ･パーテ ィーを是非 とも復活させたいと考えて

お ります｡このためには､在学の諸先年には実質的7Lci･ご負四をおかけす ることになると思われます

ので､運営の簡素化の 1二大 も必要です｡

同窓会の開催 と共に､同窓会名簿は車の両輪の ように､恩師､同窓斗三相 TLの連帯を強める人切な

財産であ りますO名簿の作成には､1978年の同窓会設立以前から小川 先年を初めYl簿作 りにこだわ

って頂いた諸先生のおかげで立派な名簿 を貴重な財産 として引きつ く･ことができましたO今後 とも

大切 にこの名簿を育てていきたいと思っています｡

化二L･応化両同窓会が独 立したことにより運営 も容易にな り､活発7LcL･活動を行なうと共に､両同

窓会が相互に協力 しあえれば好ましいことと思われます｡

今後 とも､化学工学科同窓会の発展の美 め､諸先生方､同窓会諸氏のご指導 をお願い申 し しけま

す｡

｢同窓会発足に際して｣

植 村 正

長らく続いて来た化学IL学科 ･応用化学科合同､同窓会 も平成 4

年で､すでに会員数が6,000名を越す大所帯 となって､㌶事務処理が困

難 とな り､今度､別々の同窓会 として発足することになった｡同窓

会設立の頃から在職 して来た筆者にとって､この再発足は新 しい門

出として､ うれ しいような､またさび しいような複雑な気分である｡

同窓会の世話をして下 さっている小田先生 より､なにか会創立頃の

回想で も書 くようにとの御依頼をうけ､私 自身か見､聞きしたこと､

小川先生よr)お聞 きしたことなど当時のことを書いてみようと思 う｡

わが工学部は昭和33年 1月10日に文部省より､認可を受け､同 日

よr)､機械､電気､化工､金属の 4学科の学生募集を始めた｡当時の教授陣は当初､立てておられ

た計画通 りにはならず､教授には香坂先生 と小川先生､専任講師が川手先生､肋手が今井先生 と井

藤先生､技術員か津田､弟島野のおふた りで､榊場先生 と大岩先生は後 日就任 された｡

第 1回生は志願者の集 まりが悪 く､ 3次試験 まで行われたと聞いている｡ 3次試験を行うに際 し

て､当時大金であった100万円を出 して､主要新聞の全国版に広告を掲載 されたが､集 まったのは､

わずか108名で､先年な くなった久井理事長 (当時は専務理事)か ら､｢まるで除夜の鐘ですね｣ と

云われたと聞いている｡この ように して､ 1回生90名(志願者数110名)に当時 2部の学生用に使わ

れていた天六学舎を用いて講義 と実験 (地下実験場で換気が悪く､困られたと聞いている)が行われたo



実験場はその翌午 (34年)に平屋の実験場と機械上作場の 5枚がT･里山キャン-スl̂)に完成 し､

学生実験は千里山で行われることに7:{ったoこれらの建物の外壁はFFlレンガ様で美 しくモダンであ

ったか､大井は トタン板で､夏は暖房か､冬は冷房がよくきいていると云った具合で､居住性は極

めて恵 く､悩まされたものであるOまた､学'tIは午前中は大ノ(学舎で講義を受け､午後は千里山学

舎で実験を行うと去った状態で､チャーターしたバスで移動 したか､交通渋滞にまき込まれて､到着

が人 巾に遅れ､実験に支障を米たしたことか､ しはしはあった｡その後､昭和40年に化学工学科実

験場か､44年に本館研究棟か出来_LがっているO学生の募集は､その後も大変で､化学系 も苦戦を

強いられた.昭和34年から44年に到るまで､2次募集か7Lc;されてお書上 昭和45年から現在の形にな

ったo

30,000軋 維侍拡充費5,000円､校費1,000円､実験実習費5,000日､年額初年度61,000円で､それか

ら13年後の､u銅tJ46年では､検定料5,000日､入学金50,000ト札 授業料90,000日､維持拡充費

19,000日､実験実習費20,0001lj､年額初年度179,000Hとなっており､これを平成 6年度､検定料

35,000円､入学金26(),000日､授業料890,000H､教育充実費170,000日J､実験実習督100,000トリ､年

額初年度1,420,000卜=二比較すると､その差の人きいのにはおどろかざるを得ない｡

また､化学 L学及び応用化学専攻で初めて学位 (博士)を取得 した八は､荻野千秋氏で昭和44年

4月に⊥学浄土 (課程)を得ており､つづいて大内辰郎氏 (現在応化教授)､浦上忠氏 (教養化学教

授)か45年に､47年には小幡斉氏 (生物1学教授)､石井康敬氏 (応化教授)と以後続々と博士が誕

生 し､現在迄に39名に達 しているO

その間の千里山キャンバスの学舎の充実は臼をみはるものがあった｡私か着任 した当時の建物は､

法文学舎と大学院の旧館､経済学部学舎 (改築されているo止門人Uそばの新館の敷地にあった)､

商学部学舎かあっただけで､まだ周辺の景色には千里山の､のどかな面影が残っていた.

以 L､化学1学科36年の発展の鮭史をふ リ返ってみたO同窓会の新 しい門出に際 しての温故知新

のよすがにでもなれは幸いである｡同窓会のさらなる発展をお祈 りしたい｡

｢定年を迎えて｣

徳 永 淳 次

ついこの間､関Lti入学に赴任 したと思っていましたか､いつの間にか30年が過ぎて､本年 3月退

職することになりました｡最初の頃に特別研究を担当した卒業生はもう50才をこえていて､大学が

懐 しいといって顔を見せて､チョコレー ト会社を経営 している一人はチ ョコレ- 卜を製造する機械

を自分で設計 したとか､エンジニヤ リング会社に就職 して現在純水製造プラントの建設工事の責任

者として働いているというような話を聞 くと､教員として何とも言えない書びを感 じます｡



ましたが､この間社会の景気の影響によって就職に頚を痛めた年t)

あったと思いますが､概 して順調に椎移 してきたように思います｡

しかし, 一昨年境から徐々にtJJ,曽｣ 規制緩和などによる製造業の

リス トラによって､化学~L業分野における学生の就職 も急に大変厳

町議{濁 しい状況になりつ ､あるように感 じました｡この 3日に卒業する学

生の就職状況i)かなり厳 しいi)のでしたOこのようtJ:時機に大学を

やめていくことはイ‖Iとも淋 しい思いか します｡

次に､この30年間に大学院の前則課程に進学する学Ft数が次第に

増加 して､遂に数年前からは定員をオーバーする状態になりました｡大学院生の増加によって研究

活動か 一段と活発とtJ/リ､研究成果の増加と充実の憤助力となっているようで頼 もしい限りです｡

しかし､大学院の前期課程に比べて､後期課程-の進学状況は極めて少なく､何 らかの対策が必安

ではないかと思います.数年前から社会人入学制度が実施されていて､化学工学専攻へは第1lrllの

卒業生の磯部靖三氏が在学 しておられます｡

自己の能力の開発のためにも､大学の後輩の啓発のために 呈 ｢ 一人でも多くの卒業生の方々がこの

制度を利鞘して学位を取得 してもらいたいものです.

化学工学科は日本の高度経済成長期においては物質､エネルギー年産産業の碁盤技術者の養成を

指向 して社会的要請に応えてきたと思います｡ しかし､近年工学に対する社会的要請の変化に伴っ

て､諸人学の1学部の組織改革が進められており､化学 L学系学科 も各大学においてその対応が進

められています｡名前が変っても､カリキュラムが変っても､ケミカルエンジニヤが果す役割が重

要なことは変 りあY)ません｡より高度を学問､よl)精密な技術かプロセスに適応される時代になり

つ ､あるようです｡

健康に留意 して､専門の技術を生か して活躍されることをお祈 りします｡

｢世界の中の関大､化学工学科の同窓会｣

高 松 武一一郎

7年の短い在職期間の退職を臼のF勘こして､関西大学化学工学科の同窓会報第 1号に執筆の依頼

を受けたことは真に光栄をことである｡

今は情報化の時代 とよく云われ､情報化 といえば､誰 しもコンビュ-タ､電子機器を使うことと

短絡 して考えてしまうようである｡勿論､道具 としてコンピュータや奄子機器が盛んに使われるこ

とは否定できないが､コンビ-タや電子機器を使うことその ものが情達化の目標であると考えては

ならない｡では､何故情報化なのであろうか｡



一人の人間が大洋の中の離れ小島で外界と隔絶状態で自給自足で

'tきて子iく場合は､情幸馴ヒはまるで意味がないであろうO僅か数百

年前には､ある山間に住むの人々は､隣村の出来事を1年 も縫って

から入ってに聞 く､といった状態 i)あったに違いない.現代は､世

かイ叫一能に近いO食半凱 衣類､住宅､スポーツ､芸術､交通など､

何をとっても我が国I人目ま勿論のこと､世界の人々の働きがあるから

こそ､ ･八 一人が現代/i.活を送ることが可能をのであるO

我々個人が世界の人々のお陰でL=Eきて行けるのであれは､我々個

人かLu-界の人々のことをg点に入れながらEE活 して行くのは当然のことである｡世界の人々のことを

頭に入れるということは､世界の人々についての情報をえるということである｡情報化の原点はこ

ことは稚想ではあるか､神様でない限r)不可能である｡従って､地域､園などの集約された形での

情報として受けとめているのか現実である｡

一人の人間が出来るt=tけ多くの人々の情報を得tcL･から清新､生活 してゆくに当たっては､家族､

縁者の繋がり､職場での繋が り､友人の繋がりなど数多くの接点を侍っている｡大学の同窓会とい

うのは､学んだ専門領域が同 じで､ しかも多様7Ld-職場の､老若混在の集合であり､多くの人々の情

報を得ながら活動するという意味からは､現実的にも兵に有効な情報獲得の場であると私は考えて

いる. しかも､年々同窓会の人口は増加 してゆき､情報源は自然に拡大して行 く (定常状態になる

までは)O卒業生の方々は産､官､学の各科 こ､また世界の人々に直接接 して活動 している方 も少な

くない｡

グロ-パルプロダクション､世界人類のための/i

産における日本の役割は大きい｡そのためには出来

るだけ多くの世界の人々の情報を把握 してゆかねば

ならない｡同窓会は､同窓の人々の親睦を含めて､

グローバルプロダクションに向けての重要な接点の

役割を果たせるし､また果たすよう弛まざる努力を

続けてゆかねばならない｡

退職を目の前にして､関西大学化学工学科同窓会

(何かよい名前が欲 しい)の活力あふれた発展を念

じつつ｡

罪



教 室 だ よ り

｢創立35周年記念式典行われる｣

閲婚入学 L学部化学_1二学科は､昨年創立35周年を迎えましたOこれを.弓亡念致 しまして､蝕立35周

年記念事業を計画 し､記念式典 ･祝賀会の開催を皆様に提案致 しましたところ､各方面から多数の

万々のご出席を賜 り誠にありがとうございました｡実行委員会を代表致 しまして厚 く御札 巾 し卜げ

ます｡

記念式典･祝賀会は多くの万々のこ支援を得て､ 4H16LI(i-.)に閲西入学100周年記念会館 (人

I+- ル)に於いて､ご来賓､名誉教授､卒業生､在学/-tの皆様方を合わせて380余名の参加者を得て

開催することかできました｡

当EIご出席頂けなかった皆様方や,-3t念誌のご購入を希望された71名の万-は､参加者Y.簿を添え

て記念誌を発送 させて頂 き､滞 り無 く記念事業が終 r致 しましたO

式典当日は多数の方々にご出席を頂きましたに もかかわらず､実行委員長の小行き届 きのため付

かとご迷惑をおかけ致 しましたことを､心よりお詫び申しLけますとともに､皆様のご支援に心か

ら感謝申し上げます.

今後とも関西大学工学部化学1学科の発展のためにご指導､ご鞭糧を頂きますようよろしくお願

い申ししけます｡



｢夢.′化学21-関西大学開催される｣

夢/化学21キャンペーンの 眉 として行なわれた 『夢 .′化学21-関西人学』は､関所大学_L'.学部の

化学 ⊥学科､応酬 ヒ学科および敦盛化学教室の協力を得て､近畿各府県の高校生を対象に行われた｡

1日に最初の企画委員会が開催され､高校生の化学知識レヘルでも興味が持てて､できるだけ面白

い内容になるように注意 してテーマが選ばれた｡また､パネルやポスターをフルに活用 してより分

かリやすい説明､実験にtJ:るように注意が払われ

たOさらに､化学_l:.学に関する最新 ビデオやコン

ピューターグラフィックスを有効に使関して視覚

的にt)理解 しやす くなるように計画された｡当日

の実験では高校生から多くの質問や意見が教員や

大学院生に出され､高校生にとって有意義で員重

な体験 となったと考えられる.アンケー ト結果か

ら､さらに中学生や高校上t::を刈象に化学の本当の

血Elさやその重要性を啓蒙する必要があることが

感 じられた｡

阪神大震災で被災された皆様に

心 よりお見舞い申し上げます○



◆年会 費納 入 の お願 い ◆

当同窓会は総会､懇親会､講演会の開催や機関紙の発行等を通 し

て､卒業生と出身学科 とのコミニケ-ションに努めております｡

全を運営するにあたり､皆様のご協力を切にお願い申し上げます｡

時節柄､ご出資ご多端のことと存 じますが､同封の振込用紙にて､

ご送金賜 りますようお輝い申し上げます｡


